




厚 い雲 が オ ングル海峡 を覆 う今年2月14日,
昭和基地 に最後 まで残 っていた第40次越冬隊 メ
ンバー15名が,基 地沖に再度進入 した 「しらせ」
に無事 ピックア ップされ,一 昨年の12月26日以
来,400日以上 に及んだ40次越冬隊の活動が実
質的に終了 しました.長 期の内陸旅行や夏期沿岸
調査 に分散 していた隊員 も数ヶ月ぶ りに顔 を合わ
せ,一 年間の越冬生活をの りきった快い達成感 を
全員が共有する瞬間で した.復 路の長い航海を経
て,40次越冬 隊は3月27日,寄 港地 シ ドニーか
ら全員元気 に帰国 しました.
第40次越冬隊は,女 性隊員1名 を含む40名か
ら成 り,全 員昭和 基地 で越冬 しま
した.大 きな ミッションとしては,
現在進行 中の南極 観測 第V期5か
年計画 の3年 目を担い,数 多 くの
「定常観測」,「プロジェク ト研 究観
測」 ならびに 「モニ タリング研究
観測」 を実施 する とともに,昭 和
基地整備10か年計画の8年 次 とし
て基地の再 開発 ・近代化のための
建築,施 設整備作業 に も貢献 して
きました.
越冬 に先立 ち,40次夏 隊 と一緒
に取 り組んだ夏期オペ レー ションは
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気 は記 録的で(上 旬,下 旬 の平均 風速 が歴代1
位),空 輸作 業はたびたび中1ヒとな り,強 風下,
やむな く越冬食料 を氷上輸送す ることにもなりま
した.こ の夏期作業で は越冬成立にも関わる作業
として,300kVA2号発電機 の設置工事が あ りま
した.「しらせ」の トナー島回航 もあ り作業の遅
れ を心 配 しま したが,結 果的 には2月 上旬 に設
置完 了,2月14日 か ら新発電機 による電力供給
が始 ま りました.3月 には汚 水処理設備 も完成
し,生物浄化による本格的な汚水処理システムが
運用 を開始 しました.こ の他,懸 案 となっていた
アスベ ス ト廃材 の梱包処理 や第7発 電棟,組 立
調整室の解体 な ども3月 中 に終 えま した.こ う
した屋外作業 の真っ最中の3月5口,低 気圧に伴
う強風(最 大瞬 間風速48m/秒)が 吹 き荒れ,
飛散 した廃材が風下のア ンテナ群や太陽光発電パ
ネルに当たり,一部に損傷を与えて しまいま した.
夏期作業中で も全 く油断で きない南極の 自然の厳
しさをあらためて痛感 した次第です.
観測関係の大 きな夏期作業 としては,第1HF
レー ダー とMFレ ー ダーのア ンテナ(HF:16
基,MF:20本)と 観測小屋 の建設があ りま し
た.と もに基地主要部か ら遠 く離れた現場のため
資材輸送 も容 易ではな く,到着直後か ら作業にと
りかかったものの最終的 に完成 ・観測開始に至 っ
たのは3月 中旬で した.
4月か ら5月 にかけて も引 き続 き天候不順で,
た びた びブ リザ ー ドとな りま した.こ のため,
S16での車両回収作業 に支障がでた他,ブ リザ ー
ドのたびに基地主要部 に大量の ドリフ ト(積雪)




ル(内 線電話,火 災警報など)が 部分的に損傷す
る程度ですみましたが,ラ ックには基地の大動脈
と中枢神経 に相当する電力線やLANケ ーブル も
通 ってお り,ま さに肝 を冷やす思いを しま した.
5月30日から7月12日までの40日余 りは,太
陽が地平線上に顔を出 さない極夜 とな ります.一
日のほとんどは夜ですが,太 陽が北中する正午前
後 には,氷 山が オブジェのように点在するオング
ル海峡を美 しい朝焼け(夕 焼け)が 染めて幻想的
な光景 となります.冷 え込んだ快晴 日には上空 に
極成層圏雲が現れ,こ れをねらったエアロゾルゾ
ンデの放 球 を行 い,直 接観 測 に成功 しま した(6
月18日,29日).極 夜 期 は オ ー ロ ラ観 測 の稼 ぎ
時で もあ ります.オ ー ロラ全 天 カメ ラを始 め,オ
ー ロ ラの微細 構造 を捉 え るため 今回新 た に持 ち込
ん だ狭 視 野 イメー ジ ャー な ど多 くの撮像 装置 を総
動 員 して,こ れ まで にな い画像 デー タを数 多 く取
得 しま した.7月 中旬,-30℃ 以下 の低温 日が1
週 間 ほ ど続 き,19日 に最低 気 温 一37.7℃を記 録
しま した.
8月 に 入 る と野外 観測 が 本格 化 し,23日 に み
ず ほ旅 行 隊8名 が 出発 した の を始 め,沿 岸 露 岩
域 で の広 帯域 地震計 ・　GPS観測 や 生物 部 門 の係
留 系 観 測 ・湖 沼調 査 な どが 精 力 的 に行 わ れ ま し
た.8月14日,福 島 ケ ル ンの雪 を払 い,越 冬 後
半 の安全 祈願 を した直後 に強 い暖気 が吹 き込 み始
め,急 速 に天 候 が 悪 化,あ っ とい う問 にA級 ブ
リザ ー ドとな りま した.人 間の 想像力 を越 え て激
し く変化 す る南 極 の厳 しさを強 烈 に印象づ け るで
きご とで した.
9月1日 か らは再 び夏 日課 とな り,日 毎 に延 び
る 日照 時 間 と ともに野外 活動が さ らに活発 化 しま
す.日 によって は基地 人口が半 数近 くに もな りま
す.成 層 圏オ ゾ ンの破壊 が進行 す るの もこの 時期
で,昭 和 基 地 で は8月 下 旬 か ら オ ゾ ンホ ー ルに
入 りま した.10月 に入 る と繁 殖 期 を迎 え た ウ ェ
ッデル アザ ラシの調査 が佳 境 を迎 え,小 型 行動 記
録計 や新 た に開発 した水 中 カ メラの取 り付 け ・回
収が連 日行 われ ま した.越 冬 中の実績 は,合 計23
個 体へ の記 録 計 装 着(回 収18個 体),98個 体 へ
の標 識取 り付 け に達 しま した.ま た,水 中 カ メラ
で は,ア ザ ラシの母子 が海氷下 を一緒 に遊 泳 す る
興 味 深 い 画像 も得 られ て い ます.10月5日 に接
近 した低 気 圧 は規 模 が 大 き く,観 測 史 上2位
(932hPa)を記 録 しま した.
11月1日,内 陸 旅行 隊7名 がSM100雪上 車4
台 と犠28台 と とも に ドー ム観 測拠 点 を 目指 して
出発 しま した.こ の40次 隊 最 大 の内 陸 旅 行 は,
ドー ム観 測拠点,や まと航空拠 点往 復 を含め,し
らせ 氷 河 の 源流 域 を3,000km以上 にわ た っ て ト
ラバ ー スす る もので す.新 た に 開 発 した3周 波
ア イス レー ダー を雪上 車 に搭 載 し,ル ー ト沿 い の
氷 床 内部構造 や基盤 地形 を連 続 的 に観 測す る と と
もに,氷 床 流 動量 測 定 の ためGPS精 密 測量 を随
所で実 施 しま した.ド ーム観 測拠 点 では ス タ ック
して い る深 層 掘 削 ドリルの 引 き上 げ も試 み ま し
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た.100日を越 える長 期旅行 で したが,周 到 な事
前準 備 と参加 メ ンバー の頑張 りで 大 きな トラブル
もな く,着 実 な成 果 を上 げる こ とが で きま した.
41次隊 を迎 え る夏期 作 業 にll亡しい12月15日,
オ ー ス トラ リア南 極 局 の氷 上 滑 走 路 調 査 団7名
を 乗 せ たPolar　Logistics社チ ャー タ ー の[[　vin
Otter機が 約1,100km離れ たBluelCampよ り
飛来 し,ネ ス オ イや西側 の海氷 上 に設 定 した臨 時
滑 走路 に着 陸 しま した.同 機 につ いて は11月 末
に国 内か ら連 絡 を受 けて いた もの の,飛 行 ルー ト
(Patriot　Hills　～　Halley　Bay　～　Blue　1～昭和)の
条件 が整 わず,2週 間遅 れの到 着 で した.オ ー ス
トラ リアは近 い将 来,大 型航空機 を使 って本国 か
ら直 接南 極 に人員 輸送す る計 画 を持 って お り,今
回の飛行 はそれ に使 用す る大 陸滑走路 の 精査が 目
的で,デ イ ビス基 地へ 向 か う途 中の 来訪 で した.
41次隊 到着 直前 の 超 多忙 な時 期 で したが,遠 来
の客 人を囲 んで国 際交流 を楽 しむ南極 な らでは の
ひ と とき とな りました.今 年 の昭和基 地周 辺の 海
氷状 態 であ れ ば1月 中の離 着陸 も十分 可能 で,中
型航 空機 の有 効性 を大 い に認識 す る機 会 とな りま
した.
今 回,私 自身12年 ぶ りの 昭和 基 地 越冬 で,こ
の間 の基地設 備 の充実 にた いへ ん驚 きま した.観
測設 備 の大 型化,高 度化 も進み,各 国の南 極基 地
の 中で も屈 指 の規模 とな ってい ます.そ の反面,
こ う した多様 な設 備 を小 人数で 維持 ・保守 する た
めの労 力 も着 実 に増 えてい ます.越 冬 中 も設 備 関
係 の トラブルが 多 々あ りま したが,国 内 と連携 し
た効 果 的 な設 備 保 守 の態 勢 作 りが必 要 と思 い ま
す.前 回 と比べ,廃 棄物処 理 に関 わる作 業量 も飛
躍 的 に増 え ま した.こ う した作 業 は基 地 人口が最
小 とな る夏期 間 に集 中す るため,基 地 に残 って い
る観測 系隊 員の負 荷 を大 き くす る要 因 に もな って
い ます.道 路,送 油 ・取 水 ライ ンな どの インフラ
整備,物 資輸 送 の効率化 な ども今後検討 すべ き課
題 です.
南極 は変 わ る ことな く厳 しい環 境 ですが,幸 い
に も,今 回予定 した ミッシ ョンを大 きな事故 や重
篤 の傷 病者 をだす ことな く完了 し,全 員元気 に帰
国 で きた こ とをたいへ ん嬉 し く思 い ます.
最後 に,一一年半 にわ た り40次越 冬隊 を ご支援 い








第41次南極地域観 測隊(以 下第41次隊 と称
す)は,南 極観測V期5か 年計画の4年 次 にあた
る.観 測計画の大枠は,定 常観測,プ ロジェク ト
研究観測及びモニ タリン グ研究観測 の3分 類で
構成 された.海 洋物理,海 洋化学,測 地,電 離
層,気 象,潮 汐 を定常観測の枠組みで約30項目
の観測実施計 画を,プ ロジェク ト及びモニ タリン
グ研究観測の枠組みでは,宙 空系,気 水圏系,地
学系,生 物 ・医学系の各系がV期 の間に取 り組む
研 究課題に基づいて計画 された約90項目の研究
観測の実施計画 を有 した.定 常観測では,測 地部
門の航空機 を利用する宗谷海岸露岩域の空中写真
撮影観測が夏期間のオペ レーシ ョンとして特記 さ
れる.モ ニ タリング研 究観測 には,第7次 隊以
来定常観測 として実施 してきた地磁気,極 光,地





に関す る研究」 の一環 として,航 空機 を利用 した
内陸部 における大気お よびエ アロゾル採取,ド ロ
ップゾンデによる大気観測などが越冬観測の大 き
なオペ レーシ ョンとして計画 された.地 学系では
「南極大陸の進化 ・変動 の研究」の ・環 と して,
みずほルー トにおける屈折法 ・反射法による人工
地震に よる地殻構造の探査 を20年ぶ りに夏期観
測として実施 し,越冬期 間にはやまと山脈周辺で
の除石探査 ・宇宙塵採取 などの太陽系始原物質探
査が計画 されている.生 物 ・医学系では,「南極
環境 と生物 の適応 に関する研究」の一環 として,
ラングホブデ袋浦におけるペ ンギ ン採餌行動の調
査,宗 谷海岸露岩域の生物相の起源 と定着過程の
調査 などを計画 した.宗 谷海岸露岩域 の調査は土
壌藻類,土 壌微生物調査お よび湖沼藻類の調査 な
どの観測 を夏期間に集中 して実施す る.船 上観測
では従来 までの観測項 目を継続実施するとともに
新 た にCPR　(　Continuous　Plankton　Recorder)
装置を導入 して艦尾か らの曳航 による表層 プラン
クトンの連続的採取 を実施する.越 冬観測では昭
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和基地 に新た に海色衛 星　(SeaSTAR)　'受信装置
を設置 して南大洋域の植物プランク トンの時空間
変動観測 を開始 し,ま た,低 温環境下における ヒ
トの医学 ・生理学的研究 を設営医療隊員の兼務 に
より実施する.
隊 の構 成 は,越 冬 隊40名(副 隊長 兼越冬 隊
長:渡 邉研 太郎),夏 隊20名(観 測隊長兼夏隊
長:鮎 川 勝)の 総計60名か らなった.こ のほ
か に夏隊 同行者 と して,交 換科学者1名,報 道
記者1名,環 境庁か ら1名 及び大学院学生1名 の
計4名 が夏期行動に加わった.
第41次 夏隊 の 行動概 要:
昨年11月14日,観 測 船 「しらせ」 に乗 って東
京港 を出港 した第41次 隊 の夏隊20名 と夏 隊 同行
者4名 は,本 年3月201.1にオ ー ス トラ リア の シ
ドニ ー港 に帰 着 し,3月27日 に空路 成 田 に帰 国
した.現 在 昭和 基地 では渡邉研 太郎越 冬隊長 ら40
名が越 冬 観 測 活動 を行 って い る.以 下に第41次
夏隊 の行動 概 要 を 報告す る.
東京港 を出発 した 「しらせ」 は,途 中 オー ス ト
ラリアの フ リー マ ン トル に寄港 し,燃 料,食 糧 品
と共 に隊側 の生鮮 食料 品 な どを積 み,交 換 科学者
1名 を乗 船 させ12月3日 に同地 を出港 した.フ
リーマ ン トルで の搭載 物資 を含 め,隊 側 の物 資総
重量 は1139トン とな っ た.過 去 最大 の積 載物 資
量で あ る.東 経110度線 に沿 って 海 洋 観 測 を実
施 しつ つ南 下,南 緯42-50度の 間 で オ ー ス トラ
リア気 象 局 か ら依 頼 の あ っ た気 象観 測 ブ イ2基
を投 入 し12月8日 に南緯55度 を通 過 した.南 緯
60度に至 ってか らは針 路 を西 に と り概 ね南緯60
度線 に沿 って昭 和基地 の北 方海 域へ 向 かった.12
月13日 東経80度 付 近 にお いて セデ ィメ ン トトラ
ップの長期 係留 系 の揚 収 と短期 係留 系 の設置 を行
い,中 層 フ ロー ト2基 の投 入 お よび停 船 観測 等
を実施 した.そ の後,西 航 を続 け12月17日 の昼
過 ぎに リュ ツォ ・ホ ル ム湾 沖 の流 氷 縁(南 緯62
度21.3分,東経38度599分)よ り昭和 基 地向 け
氷 海航 行 を開始 し20日 早朝 に定着 氷縁 に到着 し
た.定 着氷 内 にわ ずか に進 入 した地 点 の 南緯68
懇 織し墨糸篇篇綴 言霊芸芒㌫ ●
要員 な どの空輸 を行 い,引 き続 きラ ングホブデ袋
浦 へ人員 と物資 輸送,併 せ て平 頭氷 河野外 観測 の
為 の事 前 偵 察飛 行 を実 施 した.第41次 夏隊 の大
きな観測 計画 であ った 人工地震 内陸調 査 隊は,12
月22Uお よ び23日 の2日 間で38ト ンの物 資 と
共 にS16へ空輸 した.内 陸調査 隊 は,S16にお い
て車両重 整備,ダ イナマ イ ト孔掘 削川 スチー ム ド
リル試 運転,観 測 機 器類 の2000年問題 へ の対 応
作 業 な どを行 い2000年1月1日 にS16地点 を 出
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輸 お よび野 外支 援 空輸 を繰 り返 しなが ら前 進 し,
12月24日21時30分(現 地 時 間)に 昭 和 基地 見
晴 ら し岩沖 に接岸 した.接 岸後,直 ちに貨油パ イ
プラ イ ン輸 送お よび大 型物 資 を含 む氷 上輸 送 を開
始 した.貨 油パ イ プ ラ イ ン輸 送 は12月27日 の
朝,氷.ヒ輸 送 は12月31日 の昼 前 に完 了 した.氷
ヒ輸 送期 間 中は野 外調 査 お よび人員 交代 等の支援
空輸 を行 った.1月2日 と3Uに 第40次 隊 の大 型
廃 棄物 等 持 ち帰 り物 資 の 氷..ヒ輸 送 を行 い,1月4
日か らは本 格的 な物資 空輸 を行 った,本 格 空輸 は
1月14日 に完J'した.氷 ヒ輸送(334t),パイプ
ラ イ ン輸 送(427t)お よ びヘ リ コ プ ター 空 輸
(318t)による昭和 基 地へ の揚 陸 物資 の 総 屯量 は
1079トンに達 した.「 し らせ 」 は1月19i|に[ll{
和 基地 見晴 ら し岩沖の停留 点 を離 れ弁天 島沖へ移● 動 し漂泊 した.ピ ラタス航空機 による宗谷海岸露
岩域一 帯の航 空 写真撮 影 観測 は,テ ス ト飛 行,慣
熟飛 行 な ど を1月3【.1より順 調 に実 施 して1月7
日よ り観測 飛行 ス タンバ イに入っ たが天候 条件 に
恵 まれず一一時 中断 し,測 地 担 当隊員 をラ ングホ ブ
デ に派 遣 してGPS測 量固定局 の無 人観測 装 置 を
㍍ち上 げた 後の1月19日 一22日 に空撮.飛行 を実
施 した,昭 和 基 地 の建 設 作 業 は,第1夏 期 隊 員
宿 舎の 鉄骨 造 り2階 建 て増 改 築(135.2m2)およ
び 内部 設 備]:事,第2夏 期 隊 員 宿 舎 の鉄 骨 造 り
高床式 増改 築(27.4mL')および内部 設備1:'拝,断
熱 入 り シー トハ ウス 方式 の廃 棄 物 保 管 庫 の 新 築
〔136m2),Aヘリポー トの表 面 コ ンク リー ト打 設
L.'lf-(約650mL'の敷 地 に厚 さ150mmの コ ン ク
リー ト打 設),太 陽 光発 電 装 置お よび風 力 発1巳装
置 等 自然 エ ネ ル ギ ー 利 用 設 備ll事,300kVA発





















環境保護 対策 コンクリー ト}J設が完 成
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含 む基地設備の各種更新 ・改修工事,基 地の電力
主幹線の張替 え移設工事 を含 む各種電気設備工事
な どを 「しらせ」支援お よび第40次隊の支援 を
得 て2月13日 までに計画 した作 業 をほぼ予定通
り実施 した.建 設作 業 と並 行 して1月 中下旬 よ
り各分野 ともそれぞれ引継 ぎを順次開始 して,2
月1日 に実質 的な越冬交代 を行い第40次隊か ら
基 地を引 き継 いだ.2月14日 までに昭和基地在
住 の第41次夏隊および同行者,第40次 越冬 隊を
「しらせ」 に収容 し,ま た,廃 棄物等持 ち帰 り物
資 の空輸 を終了 した.南 極の環境保護議定書等の
精神 を尊重 した廃棄物の持 ち帰 り物資量は,今 次
行 動では第41次夏隊 は当初計 画の2倍 に相 当す
る約59トン,第40次越冬隊が約136トン(大 型
物 資98ト ンを含 む)の 総計195トンであ った.
天候不良で撤収待機 を余儀 な くされた沿岸調査隊
3名 を2月15日に 「しらせ」 に収 容 して昭和基
地方面の夏期 オペ レーシ ョンを終 了 した.
「しらせ」 は,2月15日 に北上 を開始 し17日
の早朝 に流氷域を離脱 した.17日午後か ら18日
午後にかけてリュツォ ・ホルム湾の開水面 と流氷
域 の境界領域3地 点で昼夜観 測 を含 む停船観測
を実施 し,18日夜半か ら21日の早朝 まで プリン
スオラフ海岸沖での海底地形測量 を実施 しつつア
ム ンゼ ン湾 に移動 した.2月22日 と23日に トナ
ー島地学調査および陸上生物調査 を含むアムンゼ
ン湾方面 のオペ レー ションを実施 した.2月26
日にはブリッツ湾に移動 し中国の中山基地におい
て宙空系 オーロラ観測装置の保守点検整備作業を
実施 した.「しらせ」ヘ リコプ ターの防錆作業後
にブ リッツ湾発で帰途 についた.東 経80度,南
緯61度付近の海域 で,往 路 に設置 した短期係留
系(セ デ ィメン トトラップ)の 揚収 を行い,長 期
セデ ィメン トトラップの係留 と停船観測の各項目
を実施 した後,連 続 プランク トン採取装置CPR
(Continuous　Plankton　Recorder)　の曳航 な どに
よる航走観測 を実施 しつつ南緯63度線 に沿 って
東航 した.東 経150度か ら各層採水 ・プ ランク
トン採取等の停船観測 を含 む海洋観測を実施 しつ
つ北上 を開始,3月15日 に予定通 り南緯55度を
通過 して3月20日にシ ドニーに入港 した.
第41次隊の夏期行動で は,海 氷状況が 「しら
せ」の砕氷航行 に都合良 く氷上輸送 にも有利 とい
う背反す る両者が適当であ り,ま た,天 候 にも恵
まれ,同 時に茂原艦長以下の 「しらせ」乗組員の
全面的な支援 を得 て,昭 和基地等への輸送および
建設作業,夏 期間の観測 ・調査 などの活動 をほほ
計画通 り実施することができた.廃 棄物 も可能な
限 りの量 を持 ち帰ることがで きた.船 上観測では,
計画 した15点の停船観測の完全実施をは じめ航
走観測 も十分 な成果 を挙げえた.こ こに 「しらせ」
の第41次支援行動 に心 か ら感謝 を申 し上 げる.
最後 に,第41次 隊の隊編成から出発準備ほかの
活動に対 し,ご協力 ご支援いただいた関係各位 に
お礼 を申 し上げます.今 昭和基地で越冬観測活動
に精励す る第41次越冬隊の仲間 に対 して変わ ら







ドイツ,ア ル フ レッ ド ・ウェー ゲナ ー極 地 海洋
研 究所(AWI)と 共 同の航 空機観 測ASTAR2000
(Arctic　Study　on　[[ropospheric　A osol　and　Radi-
adon)を本 年3月15日 か ら4月25日 の 間スバ ー
ルバ ル地域 で実 施 した.こ れは,北 極 の対 流 圏エ
ア ロゾ ル(浮 遊微 粒子)と 放 射効 果 を調 べそ の気
候影響 を明 らか にす る こ とをめ ざ した もので,特
に春先,北 極域 に人為的汚 染物質 が集 まって生 じ
る 「北極ヘ イズ」 をね らい と した.温 室効 果気体
の増加 に よる温 暖化 に対 して,エ ア ロゾルは これ
を抑 え る働 きを した り,種 類 によって は温 暖化 を
促進 す る働 きをす る もの もあ り,そ の性状 や分布
を把握 す る こ とが緊急 の課題 になってい る.特 に
北極 域で は融雪 や海氷 の成 長 ・融解 と も関連 して
注 目されて いる.こ れ まで,ス バ ールバ ル,ニ ー
オ ル ス ンで は,極 地研,　AWIと も ど も,大 気微
量成 分や雲,放 射 な ど,リ モー トセ ン シングを含
め地 上観測 を進 め て きた ところで ある.こ れ らの
観 測 と対 比 しつ つ,鉛 直 分布,広 域3次 元 分布
を求 め る航 空機 による観測 を実施 した.日 本 か ら
は,極 地研 を中心 に,北 大 大学院工 学研 究科,名
大太 陽地球 環境研 な どを含 め10人 が参 加 した.
航 空機 観 測 は,　AWIのPolar4　(ドルニ エ228
型機;図1)を 用 い,ス バ ールバ ル の ロ ングイヤ
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ンプ リングは日本側が担当,サ ンフォ トメータに
よる消散係数測定は ドイツ側が担当 した.3月15
日か ら,最 終 の4月20日 まで(衛 星の通過時期
の関係で,最 終 は早 まった),観測飛行は予想 よ
り多 く,80数時間を数 えた.飛行方法 は,ある観
測領域を定め,そ の中で,地 上付近か ら高度1㎞
毎 に水平飛行 を行い最高高度約8kmに達するの
を標準 とした.各 水平飛行 は直線的に飛行 しサ ン
フォトメー タの太陽直達光測定 を行い,適 宜数高
度 で航 空機の方位 を180度転 回す る ことで天空
輝度測定 を行った.衛 星 との比較では,ス バール
バル南方のSAGE-H衛星の観測領域 を選んだ.
ニーオルス ンの地上観測では,エ アロゾルの リ
モー トセ ンシ ングや現場測定,サ ンプ リング等,
通常の観測 を強化 し航空機観測に合わせ重点的な
観測を行 った.　AWIの　「Koldewey」観測所では
対流圏ライダー,サ ンフォト ・ス ターフォ トメー
タ,赤外分光計,高 層 ゾンデによる観測が行 なわ
れた.極 地研の 「ラベン」観測所ではマ イクロパ
ルスライダー,ス カイラジオメータ,マ イクロ波
放射計,降 水粒子観測装置等 によるリモー トセ ン
シング観測の他,エ アロゾルの現場測定が光学式
粒 子カウンター(OPC),ネフェロメータや フィ
ルターサ ンプラー等 によって行 なわれ た.　AWI
と共同では,エ アロゾルゾ ンデ(OPC)の飛揚
を航空機 と同期 して行った他,新 しい試みである
OPCをつ る した気球の係留 に よる地上 近 くのエ
アロゾル鉛 直分布 測定 実験 を行 い,初 めて高度
1㎞ 付近 まで詳細 な鉛直 プロ ファわ レを得 るこ







所のSOUSYスバールバ ルレーダの参加 も得 て,
対流圏か ら成層 圏の3次 元の風のデー タ提供 を
受 けた.流 れの場 と物 質の輸 送の関連 を究 明す
る.そ の他,よ り広域のエアロゾル分布 を求める
SAGE-　ll衛星 による上空のエ アロゾル消散係数
の観測 との対比 を行い,航 空機による分布 と大変
良い一致 を見た.
5週間にわたる集中観測 キャンペ ー ンによ り,
濃いヘ イズ層 を含む興味ある貴重なデータが取得






し,今後の北極,南 極観測へ役立つ様 々な経験 を
積むことがで きた.高 高度飛行のための低圧生理
訓練や,防 水耐寒服の着用 など,学 ぶべ きことも
多かった.
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なお,本 計 画 は,科 研 費 特 定 領 域 北 極 加AOl
お よび 基盤研 究A(2)北 極 エ アロ ゾル(共 に代





私の所属 してい る東京大学総合研究博物館 は,
考古学や美術史のような文化史から動植物や岩石
鉱物のような自然史の広範囲の標本を収蔵 し教育
研究 をお こな う,平 成8年 に設立 され た 日本 で
最初の大学博物館です.し か し,そ の歴 史は古
く,約30年前に誕生 した東京大学総 合研究資料
館 に基礎 を置いてお り,現 在240万点 を超 える
標本を所有 しています.そ こで行われている主な
業務は,標 本の収集,記 載,保 全 というキュレー
ション,標本の異分野への活用を視野に入れた研
究の立案 と実行,研 究成果の公開です.こ の点か
ら見ると,国 立極地研究所の南極阻石研究センタ
ーと機能的に似 ていることに気がつ きます.私 た
ちは,標 本 を 「異分野への活用 を視野 に入れる」
とい う点で,博物資源 と名付け ました.即ち,標本
は,地 球の有限な資源であ り,その他分野への活










を目的 とする企業の所有物 になり,そ れが ビジネ
スの餌食になって しまうおそれがあ ります.そ の
点,南 極阻石コレクシ ョンが国立極地研究所で一
元的に収集,記 載,保 全されていることは,特 筆
すべ きことであると思い ます.
私たちの東京大学総合研究博物館 も陽石の博物
資源価値 を深 く認識 して,非 南極阻石の収集 を行
って きました.も ちろん,国 立極地研究所 の南極
除石コ レクションに及ぶべ くもあ りませんが,現
在156種381点の非南極損石 を収量 してい ます.
大 学博 物館 の 目的 には研 究教 育 ばか りで な く,展
示 公 開 も含 ま れて い ます.平 成11年 の夏 には 国
立 極地研 究 所の 南極明 石 もお借 りして,隅 石展 を
行 い ま した.文 京 区 の小 中学 生 に招 待状 を送 り,
地 元の 子 供連 に積 極 的 に 呼 び か け ま した.約50
日間の 入場 者 数 は3500人で した が,半 分近 くは
子 供連 と両 親で した.私 たち は,ス ポ ンサ ー シ ッ
プ によ って展 示の 本意が 曲げ られて しまうこ とを
恐 れて お り,例 えば,学 術的 に意義 の ある展示 よ
りも,客 集 めに適 した展 示 にな る ような ことの な
い ように,常 に考 えて い ます.そ の時 は,東 京 大




限石 を展示 しました.な かで も,特 異 な展示物 は,
限 石の レプ リカです.こ れは東 京大学 総合研 究博
物館 の除 石 コ レ クシ ョンの中で 国立極 地研 究所 の
コ レクシ ョンとは決 して重 複 しない 限石(正 確 に
は明 石 で はあ りませ んが)標 本 です.明 治 時代 初
期 に,東 京大学 が未 だ東京 開成 学校 の時代 であ ろ
う と想像 され ますが,ド イツの クラ ンッ商 会か ら
購 入 した クラ ンツコ レク シ ョン と呼 ばれ る大量 の
鉱物 や化 石の標本 に混 じって購 入 した陽 石 の レプ
リカ標 本 で す,限 石 レ プ リ カは 石 膏 製 で4点 あ
り,1つ は残 念 なが らラベ ルが紛 失 して 限石名 は




Bonn"のラベ ルが あ り,他 の 一一つ は　"Meteor
eisen,　Modell　der　bei　Sar　epta　in　Russland　gef
allenen　Masse"のラベ ル が あ ります.前 者 の記
録 を見 る と1847年に17kgと22kgの2個 がペ ア
で 落下 した とあ ります.ま た,後 者 は1854年に
14kgの|墳石 が 発 見 され た記 録 が 残 って い ます.
レ プ リカ の大 き さは そ の 重 量 と矛 盾 し ませ ん .
いず れの限 石 も現在 は 切断 されて世 界中 の大学や
博物館 に収 蔵 されてお り,オ リジナルの姿 は,私
た ちの博物 館の レプリカで しか知 る こ とが で き ま
せ ん.こ の ような レプ リカを用 い て学 問の 黎明期
であ る明治 時代 に,ど の ような教 育研 究が行 われ
た ので しょうか.私 た ちの 除 石 レプ リカ標 本 は,
学問 の成 り立 ちをモ ノで示 す貴重 な陽 石博 物 資源
であ る と,私 は考 え ます.
南 極限石 と非南極 明石 の持つ学 問 的意義 の違 い
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の相互に とって有益 なコラボ レーションが実現す





3月は晴天の 日が多 く日照時間の最大値 を更新
したが,逆 に寒 さの訪れが1ヶ 月ほ ど早 いよう
であった.ブ リザー ドも無 く,好天に恵 まれて屋
外作業がはか どった.中 旬 にリュツォ ・ホルム湾
北部の海氷が一部流出 し,氷状の先行 きを心配 し
たが,気 温の低下にともない海氷は順調 に発達 し
ているようである.
定常観測,研 究観測 とも順調 に行われ新規持込
の観測機器 も次 々に立 ち上げ られ始めた.航 空機
観測 も計画 をほぼ満たす フラ イ トが実施で きた.
設営部門では,本 格的に雪が降 り出す前 に夏作業
の残工事や装輪車のオーニ ング作業,廃 棄物の整
理な ど屋外作 業を優先的に実施 した.
40人だけの越冬生活 にもゆ とりが出始め,野




日には低気圧 の接近 によ り天候が悪化 し,41次
隊 にとって初体験 のA級 ブ リザー ドとな り,初
の外 出禁止 となった.そ の後28Hに もB級 ブ リ
ザー ドが来襲 し,昭和基地はすっか り雪 景色とな
った.こ れ らのブ リザー ドにより基地設備 に若干
の被害 を受 けたが,大 事には至 らなか った.
観測部門では各種の野外観測を実施するととも
に,今 後の観測に備えて海氷上の ルー ト工作 を進
めている.設 営部門では先月に引 き続 き残工事 を
実施すると1司時に,大 型雪上車の整備,擢 の移送
など,観 測部 門同様 にこれから始 まる本格的な野
外行動のための準備が行われている.
生活面では余暇 を利用 して南極の自然 を楽 しむ
と同時に,野 外行動等の安全意識 を高める講習会
も多数開催 された.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)





・F－均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
'ド均 風 速(Mean雨ndSpeed)　 (m/s)
最 大 風 速 ・10分 間1ド均(Max.
　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)





























極 地 研 ニ ユ
流れ星と超高層の風
1
1風 系 を測 れ る.捉 え られ る
;一 ・日あ た りの 流れ 星の 数 は
;ノ1・さな レー ダー シ ステ ム で
1は1000個 程 度 で,送 信 パ ワ
1一 の 大 き な シ ス テ ム で は
;20000個 に もお よぶ.残 念
1な が らほ とん どは暗 い流 れ
;星 でi]には見 え な い.。 の
;一 ・見風 変 わ りな技 術 が 世 界
;樋 で舳 層熾 の研究・
;用 い られている.昭 和基地
1・ は1999年にM・(幟)
く〃v岬vv～ 一 岬woハ ノ_、t,_八 八 凸,.戸凸叩P^n ....、nyい'
流 れ 星の 源 は ノく陽 系 の 惑 星 間空 間 を凛{って
い る小 さな砂 粒 の よ うな もの で,地 球 大 気 に
飛 び込 む と大気 との摩 擦 で熱 を生 じて電離 し,
速 度の 大 きい もの や 大粒 の もの は輝 く一・条の
光 り となる.さ らに 大型 の ものが 勢 い 余 って
㍉ 地 上 まで燃 え 尽 きず に落 ドす る と イン石 とな
る が,ほ とん どは ご く小 粒 で微 か に しか 光 ら
L
な い.
流 れ 星の 速 度 は地bkか ら見 て 秒 速 数1-　kln
程 度 と非 常 に速 く,空 気 の ご く薄い 超 高 層 で
、 も 十分 な 摩 擦 が 生 じ る.発 光 す る 高 さ は
、100kmの 上 ド数1'kmをlil心と したあ た りで,
大 雑把 に.㍍っ て実 に地 表の 白『万 分 の1程 度 の
空 気 圧 しか な い.し か しそ れ で も空 気 が あ る
の で そ こ には 風が 吹 い て お り,流 れ 吊 の 後 に
(残 る細 長 い電 離柱(流 星飛 跡;と呼 ぶ)は 風 に
乗 ってす うっ と動 く,し か しそ れ もつか の 間,
(
電 離柱 は拡 散 され てす ぐに消 え て しま う.実
際,こ の あた りの高 度 には 流 れ 星の 燃 え カ ス
と考.え')れる 金属 分jt－が た くさん漂 って い る,
、 この流 星 飛 跡 に電 波 を 当て て や る と,電 離
く して い る ため に強 いエ コー が 戻 って 来 る .風
にの っ て流 星 飛跡 は動 い て い る ので エ コー は
ドップ ラー シ フ トを受 け て お り,そ こか ら凪
を准定 で きる,一 つ.一・つ は あ る 高度 にほ んの
・瞬現 れ るだ けで あ るが ,た くさん の エ コー
を集 め れ ば広 い 高度 領域 の
ス155
レー ダーが 建 設 され た.こ の レー ダー は も と
も と別原 理 に よる風速 観測(50-100km)を目(
的 とす るが,流 れ 星σ)定常 観 測 に応 用 す る試 )
み が世 界 で 初 め て な され,高 度90-120km程
度 の風 速 観 測(た だ し中 波 で は夜 間 の み1に'
用 い られ てい る,1
この ような 超 高層 大気 を研 究 して も明 日の
11本各地 の ノこ気 予 報 には お そ ら く貢 献 で きな ・
い.来 月の 天気 で もたぶ ん 無理 で あ ろ う.よ`
り長期 にわ た る,北 極 や 赤道 も含 め た地 球 大
気 σ)全体 的 な振 舞 を理 解 した いた め に 世 界 各(
地で 観測 や研 究 がll々行 われ てい る.
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